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0-37)モヤモヤ病の MRA:患者をこ挙げる検査
および患者家族の seree【1ing法 と して

の有用性
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モヤモヤ病の診断 経過観察等.'こおいて非授弗的な MRA

の役割が期待されているが,いまだ確立したものはない.

今回我利 まモヤモヤ病症例とその家族における M況A の

有用性を検討したので報告する.[二万法~]MRAは GFJ社

魁 SIGNA 1.5T を用い 3DITOF法と 2D-PC法に

て施行 した.モヤモヤ病症例は術前術後含めて16例で,

期に計40回の MRA を行一･,た.ScTeeningを施行 した

家族は,4家系19人であり原則として 3Ⅰ}TOF法,必

要があれば 2D-PC法を施行 した.[結果3竜ヤモヤ血

TOF法で36側中16側,2D-PC法で34側中18側であり,

MRA において描出度が軽度であったものはそれぞれ19

側,13側であー)た.患者家族中に2人のモ十モヤ症例が

あったか.MRA で診断可能であ･lた,[結論]MRA は

モヤモヤ血管を過小評価する傾向があったがモヤモヤ病

の診断は可能であり,screeningiこも有岡であった.

0-38)MRA に よる STA-MCA 吻合術術後
の評価
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【目的】今回我々は MRA による STA-MCA 吻合

術の術後評価を検討 したので報告する.

【対象,方法】STA-MCA 吻合術を施行 した症例に

ついて.MRA と,血管撮影を比較検討 した.さらに,

内頚動脈 LIC1.浅側頭動脈 (STAl領域iこそれぞれ

presaturati()∩pulseを加えて MRA を施行し,中大

脳動脈商域の血流方向を調べ,バイパスの機能を検討 し

た.

【結果】バイパスの閃存については MRAで確認可能
であったが,中大脳動脈皮質桂の描け吊こ関しては.症例

認めLL-,わた.また STA,ICに presaturationpulseを

かけてそれぞれの血流を無信号化することにより.中大

脳動脈が.STA.IC いずれからの血流によるかを鑑別

でき,ノミi'パスの横能評価も可能であった.
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MRA は非侵単的に行うことが出来,STA-MCA 吻

合術の術後評価として有用であった.

0-39) 上流効果を応用 した MRA による血行

動態の評価
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今回われわれは,EC.･.:ICbypassや内頚動脈,前交通

動脈,脳症動脈に presaturationbandをあて,閉塞仕

血管障害における EC･/IC bypassの榛能や W川is動

脈輪を中心とした血行動態を評価 しようと試みた.

装置は MaglletOnlSl〕(SiemeIIS1.51ー)を使用.

STA-MCA 吻合,ECA-RA-MCA 吻合例,正常ボう

ンご+-Tを対象にして,従来の血管撮影と 3【ゝ TOFMRA

を検討 した.さ吊こ,内頚動脈,前交通動脈.脳底動脈

や吻合に用いた外頚動脈や graft血管に 10へ･20mm の

の開存,Willis動脈輪の機能,血流方向性などを検討

した.

本来 MRA は静的 イメージであるが,上流効果法を

用いることiこよE).動的イメー-ジが得r-)かる. したがっ

て,本法は閉塞性脳血管障害iこおける Willis動脈輪な

どの副血行路の糠能把握に有用な検査法と思われた.

0-40)Three-dimensionalCT Angiography
(3D-CTA)による破裂 ･未破裂動脈癒
の診断
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目的 ･一昨年の本学術集会において3次元 CrAngi0 -

graphy(3D-CI､A)について報告 したが,今回は破裂 ･

末破裂脳動脈癌に使用した結果について報告する.

症例 :破裂脳動脈噛9仲仕 未破裂脳動脈痛22例に 3D-

CTA を施行 した.破裂脳動脈癖の部位は AcomA 3

例.ICA 4凧 MCA 2例であl~),SAH の程度は Fisher
Iが2例, 口が3例,Ⅲが3例,Ⅲ+Ⅳが 1例であり.

3Ⅰ)一一CTA 施行日は dayOが7例.daylが1例.day

4が1例である.未破裂脳動脈噂は単発14例,多発8例


